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1．　序

庶子恵庭‾1上島同直有料儀（iVLiS）‾‾装置内で原子種がいかをる垂動を示し▼、その結果コ

レク孝一上では最終的にいかをる滋鮨慶が達成で幸るかを理論的．数値的に把壷する事は、

硬分離元素の如何にかかわらず極めて重要である。ここでは薇分離元素としてUを仮定し

原点からr方向に流出するU蒸気に複数本の兵をるレーザー光を應射する場合、生成す

る各種U原子種の存在量の時空間変動を追跡し、さらにβ方向に対置させ【た荷電コレク

ターで達成される分鮭係数を導出する数値モデルを作成した。

2．　AVLISモデル

レーザー光は五方向に照射されるとし、原子種はUの各同位体の基底，励起および電離

状態，および自由電子を考慮する。β方向の電場，Z方向の置場を仮定して、各原子種

の運動方程式（1）および連続方程式（2）を導出する。方程式（1）では原子種間相互の弾性衝突に

よる運動量の変動，および電子の適制動等射機帝に上るレーザー光吸収を考慮する。方

程式（2）では移流項の他に、原子－レーザーおよび原子間相互作用に基づく原子種のソース

タームを導入する。これは波動方程式を回転汲近似した密度行列要素式から算出する。原

子間相互作用では原子種相互間の非弾性衝突▼（励起∵脱励起，運動量移行，電荷移行，

電離，再結合による中性化）反応を考慮する。原子一光相互作用は、原子準位がドップラ

ー，ゼーマン．ACおよびDCシータルク効果、同位体および超敬細シフトを持つこと、およ

びラビ周波数が単位量子数依存性を持つこと等を考慮して決定する。系の電位場は外部電位

場と共に系に局在する荷電粒子によっても支配されるた

め、ダランベール方程式からこ種のポテンシャルを導出

し、これを微分して導出する。之方向は光学的に薄いと

すれば、レーザー光のZ方向波麦は原子種の吸収および

串射を考慮したレート方程式から導出し得る。

5．　数値計算

ヱ方向の物理量変動は小さいとし、動径方向にガウス

状（有効半径0．5m）強度分布を持つ三種のレーザー光

をU蒸気の同一地点に同方向から照射する場合、r一一β

面内で得られる各原子種の時空変動の様相を報告する。

コレクタ一間距離が約1仰，コレクター間電場が約

100V／亡爪，　励起レーザーを30ms、電離レーザーを継

続照射する場合のコレクター間での原子種存在量の時間

変動を例として図示する。さらに、コレクターに集横す

る同位体量の時間変動や諸条件依存性に関して得られる

結果についても報告する。
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